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日本の経済成長を支えてきた団塊の世代が引退し始め、わが国はかつての人間社会が経験し

たことのない超高齢社会に突入しつつあります。減少傾向にある生産人口が、増加していく

高齢者をどう支えるのか、医療、介護、年金などの面で大きな問題となりつつあります。少

子超高齢社会のための医学・医療をどのように構築していくのかという喫緊の課題は、避け

て通ることができないにもかかわらず、その解決法は見えていません。また、戦後のわが国

で大きな成果を挙げてきた国民皆保険制度も、どうすればそれを持続可能なものにできるの

か、すべての国民により良い医療を提供できるのか衆知を集めて考える転換期を迎えていま

す。

いまこそ国民一人ひとりが、自分の、あるいは周囲の人々の健康をどう守るのか、どのよう

な死生観を持つのかを考えなければなりません。より質の高い幸せな老後とは何か、いたず

らに延命措置に頼ることなく、人生の最期をどう迎えるのかを考える必要があります。さら

に限られた資源で多くの人の健康を守れるよう、医療の効率化も進めなければなりません。

そのためには医療者と国民が強いきずなを築き、協力して幸福な社会を実現していかなけれ

ばなりません。

医学の面で重要な課題は、再生医療、内視鏡手術など現在の先端医療をさらに進めると同時

に、将来の方向として先制医療に目を向けなければなりません。先制医療とは、ゲノム研究

やバイオマーカー（病気の進行の程度を示す指標）などの成果を生かして、種々の病気を発

症前に診断し、介入治療することにより、発症を防止ないしは病状を軽減しようとする新し

い医療のコンセプトです。個人情報の保護に十分配慮しながら、究極の医療の実現に向けて

努力しなければなりません。

こうした医学と医療の転換点において、このたびの日本医学会総会では従来とは異なる新し

い方向を打ち出していきたいと考えています。それは大学・病院の勤務医、開業医、医学生、

多くのメディカル・スタッフ、そして一般市民が集い、医学・医療が直面している課題につ

いて開かれた議論ができる場を提供します。また多くの人々、とくに未来を支える青少年に

最新の医学の成果を紹介する場としたいと考えています。幸福な少子超高齢社会の実現のた

めの「医学と医療の革新を目指して」、いままさに「健康社会を共に生きるきずなの構

築」ができるよう、医療者と国民が職種を超え世代を超えて共に考え共に行動することが望

まれています。
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日本医学会総会の沿革
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会場と会期
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